
平成16年 
人口と世帯 

11月30日現在（）内は前回比、 

男23, 530(-19) 女26, 574(+4) 

計5④, 1(V4 

伝統の釧交加 1六会 
百人一首で真剣勝負‘""" 

五所川原第三中 
五所川原第三中学校では12月8日、全校生徒455人

が参加して百人一首かるた大会が行われました。 

同大会は毎年行われていて、今回で第38回目と伝統

があります。 

生徒たちは、この日のために3~4人でチームを作り、 

チーム名をつけ、練習を重ねてきました。その成果も

あり、詠み手が上の句を詠み始めると即座に下の旬が

書かれたかるたを競って取り合い、会場は真剣勝負の

熱気に包まれていました。 

発行五所川原市役所／編集総務課 

〒037-8686 青森県五所川原市字岩木町12番地 費代35-2111番 
http:llwww.net.pref.aomori .jp/goshogawara/ 



よ
り
円
滑
で
質
の
高
い
 

行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け
 

新
住
民
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ス
テ
ム
が
稼
働
 

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り
 

第
1
0回
市
民
軽
ス
ポ

ー
ツ
の
集
い
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十
一
月
二
十
七
日
、
市
民
体
育
館
に

お
い
て
市
民
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
が
行

わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約

二
百
人
が
様
々
な
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
ま
し
た
。
 

こ
a
集
い
は
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
誰
で
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健

康
や
体
力
の
保
持
増
進
を
図
り
、
市
の

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
、
 

市
生
涯
ス
ポ
ー
ッ
推
進
協
議
会

（成
田

博
昭
会
長
）
が
主
催
し
、
今
回
で
十
回
 
 

目
に
な
り
ま
し
た
0
 

参
加
者
は
、
屋
内
で
楽
し
め
る
軽
ス

ポ
ー
ツ
（
バ
ン
ブ
ー
ダ
ン
ス
、
ニ
チ
レ

ク
ボ
ー
ル
、ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
な
ど
）
 

を
係
員
か
ら
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
 

成
田
会
長
は
、「協
議
会
で
は
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
興
味
の
あ
る
方

は
教
育
員
会
の
ス
ポ
ー
ッ
健
康
課

（
内

線
5
6
1）
に
連
絡
く
だ
さ
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
 

市
役
所
で
は
士
一
月
六
日
、
新
住
民

情
報
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
稼
働

し
、
市
民
課
窓
口
前
で
式
典
を
行
い
新

形
態
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
祝
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
は
導
入
か
ら

十
二
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
や
新
業
務

の
追
加
難
に
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
昨
年
六
月
か
ら
庁
内
の
情
報
通

信
シ
ス
テ
ム
の
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
、
 

今
年
四
月
の
人
事
と
給
与
業
務
、
十
月

の
児
童
手
当
業
務
に
続
き
、
こ
の
ほ
ど

住
民
記
録
や
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
業
 
 

務
が
新
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
提
供
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
一
月
か

ら
各
課
の
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
ー
端
末
か
ら

税
情
報
を
確
認
で
き
る
な
ど
拡
張
性
が

確
保
さ
れ
、
よ
り
円
滑
で
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
日
初
め
て
の
業
務
と
し
て
市
長

が
端
末
を
操
作
し
、
住
民
票
を
後
藤
悦

三
郎
さ
ん

（小
曲
）
（
交
付
し
ま
し
た
。
 

後
藤
さ
ん
は
、「記
念
に
な
り
ま
す
。
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
 

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

市
税
完
納
表
彰
 

今
年
は
四
個
人
 

七
納
税
貯
蓄
組
合
に
 

十
一
月
二
十
五
日
、
平
成
十
六
年
度

市
税
完
納
表
彰
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
、
 

市
の
税
務
行
政
や
納
期
内
完
納
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
に
対
し
て
四
個
人
、
七
納

税
貯
蓄
組
合
に
表
彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。
 

納
税
功
労
者
 

小
曲
納
税
貯
蓄
組
合
長
 
敦
賀
 
光
雄

中
泉
西
部
 
ク
 

土
岐
 
正
敏
 

田
中
 
ク
 

小
野
 
道
幸

下
川
山
 
ク
 

片
山
源
左
衛
門

優
良
納
税
貯
蓄
組
合
 

岩
木
町
・
さ
つ
き
町
・
松
島
町
一
丁
目
 

・

尻
無
・
上
町

・
中
野
新
田

・
桜
田
納
 

税
貯
蓄
組
合
 

（
順不
同
敬
称
略
）
 

田
中
 



受賞癖艮告、 

／広域新農業センター 
、近隣の支所、小中学校ノ 

／水道事業所など市の関連施設、 
五所川原地区消防事務組合 

ト西北中央病院 
立倭武多の館 

き隣の小中学校  

、ゾ 

NIT 
五所川原交換所 

NTT長橋交換所 

NIT中川交換所 

つがる克雪ドーム編Z 
勤労者スポーツセンター 
近隣の支所、小中学校 

五所川原市地域
インフラネット 
ネットワーク 

地
域
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
 

構
築
が
表
彰
さ
れ
る
 

市
で
は
、
総
務
省
の
平
成
十
五
年
度
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
補
助
事
業

を
導
入
し
、
情
報
化
時
代
に
即
応
し
た
都
市
基
盤
整
備
の

一
環
と
し
て
、
 

全
国
で
も
例
の
少
な
い
自
営
A
D
s
L
設
備
等
を
設
置
し
、
市
役
所
、
支

所
、
市
の
関
連
施
設
、
小
中
学
校
な
ど
を
結
ぶ
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
ま
し
た
。
 

こ
の
程
、
こ
の
事
業
の
費
用
対
効
果
が
認
め
ら
れ
、
十
一
一月
三
日
に
助

日
本
電
信
電
話
ユ
ー
ザ
協
会
よ
り
「
平
成
十
六
年
度
優
良
シ
ス
テ
ム
導
入

企
業
・
団
体
」
 
の
表
彰
を受
け
ま
し
た
。
今
年
度
の
表
彰
は
全
国
で
十
一
一

企
業
・
団
体
で
、
青
森
県
で
は
初
め
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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今
後
も
首
都
圏
で
ふ
る
さ
と

五
所
川
原
を
応
援
し
ま
す
 

「わ
・
五
所
川
原
会

」
総
会
開
催
 

十
一
月
一
干
一
日
、
東
京
の
中
野
サ
ン
プ
ラ

ザ
で
「
わ

・
五
所
川
原
会
」
の
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
で
設
立
十
二
年
目
を
迎
え
る

同
会
は
、
当
市
出
身
者
及
び
市
に
ゆ
か
り
の
あ

る
東
京
近
郊
に
在
住
す
る
人
た
ち
が
会
員
と
な

り
、
ふ
る
さ
と
五
所
川
原
の
P
R
活
動
を
応
援

し
て
い
ま
す
。
 

総
会
で
は
、
市
長
が
市
制
施
行
五
十
周
年
を

迎
え
た
こ
と
ゃ
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
述
べ
、
 

会
員
は
興
味
深
い
様
子
で
ふ
る
さ
と
の
近
況
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
懐
か
し
い
ふ
る
さ

と
の
話
題
に
花
を
咲
か
せ
る
様
子
や
、
総
会
後

の
懇
親
会
で
行
わ
れ
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
景
品

の
特
産
品
に
喜
ぶ
姿
が
見
ら
れ
、
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。
 

特
産
品
と
 

郷
土
芸
能
を

P
R
 

首
都
圏

フ
エ
ア
 

2
0
0
4
船
橋
開

催
 

青
森
県
津
軽
観
光
物
産
首
都
圏
フ
エ

ア
2
0
0
4
が
千
葉
県
船
橋
市
の
J
R
 

船
橋
駅
北
口
お
ま
つ
り
広
場
で
十
二
月

四
日
、
五
日
の
二
日
間
開
か
れ
、
訪
れ

た
客
は
西
北
五
地
域
の
特
産
品
を
買
い

求
め
て
い
ま
し
た
。
 

同
フ
ェ
ア
の
ふ
る
さ
と
物
産
市
に
は
、
 

五
所
川
原
を
は
じ
め
八
市
町
村
か
ら
特

産
品
が
展
示
即
売
。ま
た
、ス
テ
ー
ジ
で

は
立
侵
武
多
離
子
演
奏
や
津
軽
三
味
線
、
 

そ
し
て
地
元
船
橋
市
の
児
童
に
よ
る
郷

土
芸
能
が
披
露
さ
れ
大
盛
況
で
し
た
。
 

麟
 

5
ど
う
も
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
5
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
五
所
川
原
市
生
活
学
校
（
山
谷
松
栄

代
表
）
H
一
万
円
。
 

〇
ち
ど
り
会
（
佐
々
木
伸
雄
会
長
）
n
 

二
十
l
R
ll
l千
四
百
七
十
円

（
歳
末

た
す
け
あ
い
芸
能
祭
の
益
金
）
。
 

⑥
助
市
教
育
振
興
会
へ
 

〇
川
奈
部
重
子
さ
ん
（
千葉
県
船
橋
市
）
、
 

羽
藤
隆
祥
さ
ん
（
茨城
県
取
手
市
）
n
 

百
万
円

（
故
・佐
々
木
ぬ
え
さ
ん
の

遺
族
か
ら
各
五
十
万
円
）
。
 

⑨
五
所
川
原
市
へ
 

〇
有
限
会
社
ァ
ー
ト
印
刷
（
工
藤
忠
比

古
代
表
取
締
役
）
H
寄
贈
（
立
侯
武

多
カ
レ
ン
ダ
1
2
0
0
5
、
百
本
）
。
 

〇
N
T
T
東
日
本
弘
前
支
店
（
吉
川
隆

司
支
店
長
）
H
寄
贈
（
電
話
お
願
い

手
帳
、
ふ
れ
あ
い
速
達
便

・
各
百
冊
）
。
 

ボ直雪五所川原所長 



閣 給 料 

339人~1・376,475千円 

⑥昇給期間短縮の状況 

」く 合 計 一般行政職 技能労務職 

15年度 

職 員 数（A) 348人 305人 43人 

昇給期間短縮職員数（引 53人 45人 8人 

比率（B)/(A) 15.2% 14.8% 18.6% 

14年度 

職 員 数（A) 349人 306人 43人 

昇給期間短縮職員数（引 54人 46人 8人 

比率（B)/(A) 15.5% 15.0% 18.6% 

⑦職員手当の状況 

期末・勤勉 

手 	当 

16 年 度

支給割合 

区分 
五所ii原市 国 

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 

6月期 1.40月分 0.70月分 1.40月分 0.70月分 

12月期 1.60月分 0.70月分 1.60月分 0.70月分 

計 3.00月分 1.40月分 3.00月分 1.40月分 

16年度退職 

手当支給率 

区 	分 自己都合 勧奨・定年 

勤続 20 年 21.00月分 28.0875月分 

勤続 25 年 33.75月分 43.335月分 

勤続 35 年 47.50月分 60.990月分 

最高限度額 60.00月分 60.990月分 

1人当たり平均支給額 1,968千円 24,766千円 

（注）1.退職時特別昇給（原則 1号給）、定年前早期退職特例措置（ 2 
%~ 20％加算）もあります。 

2．退職手当の 1人当たりの平均支給額は、15年度に退職した
全職種に係る職員に支給された平均額です。 

特殊勤務手当 

(15年度） 

区 	分 全職種 

職員全体に占める手当支給職員の割合 10.7% 

支給対象職員 1人当たり平均支給年額 50,849円 

手当 の種類（手当数） 7 

代表的な
手当の名称 

支給額の多い手当 社会福祉職手当 

多くの職員に支給

されている手当 
社会福祉職手当 

時間外勤務手当 

15年度 
支 給 総 額 67,272千円 

職員 1人当たり支給年額 200千円 

14年度 
支 給 総 額 59,251千円 

職員 1人当たり支給年額 166千円 

（平成16年 4 月 1日現在） 

区 	分 内 	容 	 （月額） 

扶養手当 

（国と同じ） 

配 	偶 	者 13,500円 

配

偶
者

以
外
  

1人目 

配偶者が扶養親族である場合 6,000円 

配偶者が扶養親族でない場合 6,5加円 

配偶者が無い場合 11,000円 

2人目 6,00(）円 

3人目以上 各 5,000円 

164 茂から22歳までの子の加算額 各 5,00(〕円 

住居手当 
借家・借間（国と同じ） 限度額 	27,0叩円 

持家（国は1,000円） 	 3,00(〕円 

通勤手当 

（国と同じ） 

交通機関等利用者 	限度額 	55,000円 

交通用具利用者 	限度額 	24,500円 

市職員の給与は、国や他の地方公共団体とのI 

り衡などに配慮しながら市議会の審議を経て条 I 

7に定めることになっています。 	 I 
皆さんに、五所川原市職員の給与及び定員管I 

里等の実態を知っていただくため、そのあらましI 

市職員の給与は、国や他の地方公共団体との

均衡などに配慮しながら市議会の審議を経て条

例で定めることになっています。 

皆さんに、五所川原市職員の給与及び定員管

理等の実態を知っていただくため、そのあらまし 

嚇お知らせしまキ 

り）人件費の状況（平成15年度普通会計決算） 

住民基本

台帳人ロ 

16ふ31現在 

歳出額 

（A〕 実質収支 
人件費 

(B) 

人件費率 

(B/A) 

（参考） 
平成14年度
の人件費率 

49,952人 22,27,93汁円 283,507千円 一
  

12.5% 14.3% 

（注）L平成15年度普通会計決算見込みによる人件費の状況です。 
2．人件費には、特別職に支給される給料、報酬を含みます。 

②職員給与費の状況（平成16年度普通会計予算） 

一人当たり 

職員丁当 
期末手当
勤勉手当 

34 
(B) 

給 与 費 

(B/A) 

187糾肝円 551,068千円 2 ・1域591千円 6・238千円 

（注）1．職員手当には退職手当を含みません。 
2．給与費は当初予算に司 Eされたものです。 

(3職員の平均給料月額、平均年齢及び初任給の状況（平成16年 4 月 1 日現在） 

区分 

一 般 行 政 職 技能労務職 

平
給
什
 
均
料

肋
 

軸
鴨

周
 

初任給 

（円） 

採用 2年経過日
給 料 額（円） 

均
料

肋
 

羽
翻

(
R
 

 

器
園
 

大学卒 高校卒 大学卒 高校卒 

五所川原市 336,052 42.3 170,700 138,800 184A加 148,500 329,907 49.2 

国 327,623 40.5 170,700 138,800 184,4叩 148,500 286,340 48.9 

（注）国の平均給与、平均年齢は平成15年 4 月 1日現在。 

(4職員の経験年数別‘学歴別平均給料月額の状況（平成16年 4 月 1日現在） 

1nハ八八八（円） 
‘」uU,'juu 

300,000 
200,000 

' I  	 ．二 100,000 
‘、 
V 

一般行政職（大卒） 一般i政職（高卒） 技能労務職（高卒） 

翻経験年数10年 282,462 226,786 230,800 
■経験年数15年 334,507 290,280 235,700 
ロ経験年数20年 395,919 335,060 269,400 

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場
合は、採用後の年数をいいます。 

(5ト般行政職の級別職員数の状況（平成16年 4 月 1 日現在） 

区 分 9級 8級 破
  

6級 撤
  

撤
  

3級 2級 撤
  

計 

標準的な職務内容 部長 参事 課長 離 副王幹 係長 主任 主事 主事 // 
職員数（人） 31 24 96 36 24 47 一

  
8
  

321 

構成比（%) 3
.4
  

町
  

7.5 翻
  

旧
  

7.5 助
  m
 

 
25 100.0 

降前の構成比（%) 2
.8
  

9.6 8.6 町
  

鵬
  

刀
  

14.2 耶
  

3
.1
  

100.0 

碑前の構成比（%) 2
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7.0 13.8 郡
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9
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15.0 5.2 100.0 

り主n．五所川原市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 
2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。 

市職員の給与定員管理等の状況1 

トお知ら・lflノ主す一 	 ■ 
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②定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の内訳

〇―般行政部門（各年 4 月 1 日現在）  

区分 

部門 

	

 成年画
年 

平

1
1計
前
  

畔
朗
  

13年 
2年目 

14年 
鉾目 

15年 
4年目 

畔
瑚
  

12年 

16年 
言十 

手法（事由） 
の概要 

議
 
会
 

減 員 0
  

0
  

0
  

0
  

0
  

0 

増 員 0
  

0
  

0
  

0
  

0
  

0 

差引 0
  

0
  

0
  

0
  

0
  

0 

職員数 5 に
J
 

 
に
U
 

 
に
v
 

 
にJ
 
 

に
J
 

 

総
 

務
 

減 員 1
  

〔
く
u
 
 

n
ノ
〕
 
 

6
  

1
  

13 （減員事由） 
総合計画の策定 
終了 

（増員事由） 
国勢調査業務増 
及び合併対策室 
の設置等 

増 員 h
'
J
 
 

2
  

n
ノ
一
 

●

ー
 
 6

  
14 

差 弓~ っ。
 
 
Al 0

  
A5 【

h
J
 

 
1 

職員数 98 100 99 99 94 99 

税
 

務
 

減 員 1
  

1
  

1
  

n
U
 

 
0
  

3 

（増員事由） 

増 員 0
  

0
  

0
  

0
  

1
  

1 

差 引 A
l
 

 
A
l
 

 
Al 0

  
1
  

A2 

職員数 28 27 26 25 25 26 
固定資産税業務 
の充実 

民
 
生
 

減 員 0
  

10 n
I
J
 
 

10 0
 
0
.
 

 

236 
増 員 5 0 0 1

  
差 引 にJ

 
 
AlO A3 A9 0

  
A17 

職員数 47 52 42 39 30 30 

衛
 
生
 

減 員 1
  

0
  

0
  

0
  

っ
。
 

 
3
 
1
  

（減員事由） 
葬祭苑の業務委 
託 増 員 1

  
0 0 0 0 

差 引 0
  

0
  

0
  

八
U
 

 
A2 A2 

職員数 26 26 26 26 26 24 

減 員 1
  

0
  

0
  

0
  

1
  

2 （減員事由） 
フアミリーサポ 
ート業務の委託 万

 

働
 

増 員 0 0
  

0 0
  

【
0
 
 

0 

差 引 Al 0
  

0
  

0
  
Al A2 

職員数 3 n
ノ
〕
 
 

n
ノ
一
 

 
2
  

n
ノ
」
 
 

1
  

農
林

水

＃
 

減 員 0
  

1
  

0
  

0
  

1
  

2 （減員事由） 
農業センター欠 
員不補充 増 員 0

  
0
  

0
  

1
  

0
  

1 

差 弓~ 0
  
Al 0

  
1
  
Al Al 

庄
 
 職員数 36 36 35 35 36 35 

商
 

工
 

減 員 0
  

0
  

0
  

n
U
 

 
【
h
J
 

 
5 （減員事由） 

立侵武多の館落
成及び立侵武多
製作業務の民問
への移行 

増 員 1
  

1
  

0
  

0
  

0
  

2 

差 引 1
  

●

I
  

0
  

0
  
A5 A3 

職員数 11 12 13 13 13 8
  

土
 
大
 

減 員 0
  

1
  

1
  

n
ノ
］
 
 

d
'
 

 
8 （減員事由） 

土木ー建築業務 
等の減 

（増員事由） 

増 員 1
  

八
ノ
］
 
 

1
  

ハ
く
。
 
 

1
  

8 

差 引 1
  

1
  

0
  

●

上
 
 
A3 0 

職員数 51 52 53 53 5
4
 

 
51 

公園管理センタ 
ーの欠員補充 

(8件寺別職の報酬等の状況 

（平成16年 4 月 1 日現在、期末手当は平成16年度の実績） 

給料（平成16年度は 5 ％削減） 期末手当 

削減前 	（削減後） 

市 長 837,000円（795,150円） 6 月期 1.60月分 

助 役 683,000円（648,850円） 12月期 1.70月分 

収入役 610,000円（579,500円） 計3.30月分 

一
  

期末手当 

議 長 6 月期 1.60月分 

副議長 382,000円 12月期 1.70月分 

議 員 353,000円 計3.30月分 

(9培β門別職員数の状況と主な増減理由（各年 4 月 1 日現在） 

・
 

げ
 

 
＼
  

、×
 
部

区

×
 
 

×
×

、
  

門
 

職 員 数 対前年

増減数 
主な増減理由 

平成1碑 平成16年 

会
 
務
 
務
 
生
 
生
 
働
 
雄
 
工
 
木
 

議
 
総
 
税
 
民
 
衛
 
労
 
鉢
 
商
 
土
  

5
 
9
4
 2
5
 3
0
 2
6
 
2
 3
6
 1
3
 5
4
 

 

5
 
9
9
 2
6
 3
0
 2
4
 
1
 3
5
 
8
 5
1
 

 

5 合併対策室の設置等 

1 固定資産税業務の充実 

一般行政 
△2 葬祭苑の業務委託 

Al フ 7ミリーサポート業務の委託 

Al 農業センター欠員不補充 

△5 振鯵難鶏眠跡購砕 

△3 土木・建築業務等の減 

小 計 285 279 A6 

特別行政 教 育 60 59 Al 学校用務員欠員不補充 

病 院 302 301 Al 事務局欠員不補充 

水 道 19 19 
公 営 下水道 15 14 Al 広田処分場の廃止 
企業等 その他 30 31 1 老人医療業務の増 

小 計 366 365 Al 

合 	計 711 703 △8 

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保
有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除
いています。 

⑩定員適正化計画 

（平成11年12月15日策定）の数値目標及び進捗状況 

①定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要 

（各年 4 月 1 日現在） 

二ii、ミこ 

平成 
114F 
言十碩i 
前年 

畔
朗
  

13年 

2 年目 
14年 

3 年目 
15年 
4 年目 

16年 

5年目 

12年 

16年
計 

（参考） 

数値目標 

一
般

行
政

部
門
 

減 員

増 員 

0
 
7
  

1
  
1
 
0
  

7
 
3
  

14 

2 

1
  
4
 
8
  

	32
12 

。乙
 

差 引 7 All A4 Al2 A6 A26 

職員数 305 312 301 297 285 279 279 307 

※平成n年 2月15日策定時、数値目標を 2 名増員としていたが、 
事務事業の見直し、組織機構の簡素・合理化、民間委託やOA 
化の推進、欠員の不補充により、 5 年間で26名の減員となった。 
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五所川原地区消防事務組合職員の 

給与・定員管理等の状況 

五所川原地区消防事務組合（構成市町・五所川

原市、鶴田町）職員の給与は、国や他の地方公共

団体との均衡などに配慮しながら五所川原地区

消防事務組合議会の審議を経て条例で定めるこ

とになってし・ます。 

皆さんに、五所川原地区消防事務組合職員の

給与及び定員管理等の実態を知っていただくた

め、そのあらましをお知らせします。 
難 

'V "4 

(6万肖防職の級別職員数の状況（平成16年 4 月 1 日現在） 

区分 9級 8級 I7級 6級 5級 撤
  

3級 2級 取
  

計 

五
所

川
原
消
防
 

標準的な
職務内容 

/ 
呼
  

次署
 
長
長
 

課長 隊長 副隊長 係長 難
  

消
王
 
防

事
  
/ 

職
 
員
人
 
数
 

 1
  り
  

11 10 10 16 13 28 91 

構成比 
(%) n

 
 

2.2 12.1 11.0 11.0 17.6 14.3 30.7 100.0 

1年前の
構成比（%) n

 
 

2.2 14.3 8.8 11.0 18.7 13.2 30.7 100.0 

鶴
 
田
 

消
 
防
 

標準的な
職務内容 

/ 
ー

ロり
 

署長 署長 司令 指令補 士長 副士長 消防士 / 
職
 
員
人
 
数
 

 
n
ノ
‘
  

12 4
'
 

 
6
  

7
  

4
'
 

 
35 

レ
し
 

構
 
成
％
 
上
 

 5.7 34.3 以
  

17.2 20.0 11.4 100.0 

1年前の
構成比（%) 5.7 28.6 22.9 

m
 

 
20.0 5.7 100.0 

（注 L五所川原地区消防事務組合の給与条例に基づく給料表の級
区分による職員数です。 

2，標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な
職名です。 

一 ⑦職員手当の状況 

期末・勤勉 

手 	当 

16 年 度

支給割合 

区分 
五所川原消防事務組合 国 

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 

6月期 1.40月分 0.70月分 1.40月分 0.70月分 

12月期 1.60月分 0.70月分 1.60月分 0.70月分 

計 3.00月分 1.40月分 3.00月分 1.40月分 

（注）職制上の段階、職務の級等による加算措置があります。 

16年度退職 

手当支給率 

区 	分 自己都合 勧奨‘定年 

勤続 20 年 21.00月分 28.0875月分 

勤続 25 年 33.75月分 43.335月分 

勤続 35 年 47.50月分 60.990月分 

最高限度額 60.00月分 60.990月分 

1人当たり平均支給額 27,137千円 

（注）1．定年前早期退職特例措置（ 2 %-20％加算）があります。 
2．退職時特別昇給 五所川原 1号 

鶴 田 勤続20年以上25年未満 1号 
勤続25年以上 	2号 

3．退職手当の 1人当たりの平均支給額は、15年度に退職し
た全職員に係る職員に支給された平均額です。 

特殊勤務手当 

(15年度） 

区 	分 全職種 

職員全体に占める手当支給職員の割合 97.6% 

支給対象職員 1人当たり平均支給年額 47,286円 

手当 の種類（手当数） 3 

代表的な
手当の名称 

支給額の多い手当 夜間通信勤務手当 

多くの職員に支給

されている手当 
出勤手当 

時間外勤務手当 

15年度 
支 給 総 額 39,221千円 

職員 1人当たり支給年額 341千円 

14年度 
支 給 総 額 37,405千円 

職員 1人当たり支給年額 322千円 

り）人件費の状況（平成15年度普通会計決算） 

住民基本 
台帳人口 

16.3.31現在 

歳出額 

(A) 
実質収支 

人件費 

(B) 

人件費率 

(B/A) 

（参考J 
平成15年度
の人件費率 

65,592人 1,230,698千円 10,562千円 978,571千円 79.5% 82.6% 

（注）1．平成15年度普通会計決算見込みによる人件費の状況です。 
2．人件費は、消防職員のみです。 
3．住民基本台帳人口は五所 II原市と鶴田町の合算人口です。 

②職員給与費の状況（平成16年度普通会計予算） 

井
 
i
e
i

(
A
  

」
叱
j

ー
 
数う

 

給 	与 	費 一人当たり

給 与 費 

(B/A) 給 料 職員手当 
期末手当
勤勉手当 

計

B
  

126人 472,896千円 166,878干円 186,365千円 826,139千円 6,556千円 

（注）1.職員手当には退職手当を含みません。 
2．給与費は当初予算に計上されたものです。 

(3職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成16年 4 月 1 日現在） 

消 

―三 平均給料月額 平均年齢 

事務ii三 40.1 

(4職員の初任給（消防職）の状況（平成16年 4 月 1 日現在） 

区 分 

消 防 本 部
五所川原消防署 鶴田消防署 国 

初任給 

採用後 
2 	年 
経過日
給料額 

初任給 
採
2
経
給
 

後
年
日
額
 

用
 
過
料
 

初任給 

採用後 
2 	年 
経過日
給半ト額 

消防職 
大学卒 186,800 204,000 180,900 195,000 199,200 214,400 

高校卒 157,500 171,200 150,900 165,000 157,500 171,200 

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成16年 4 月 1 日現在） 

4しAJ,UUU 

300,000 

（円） 

一 一 

 
1
  

200,000 . 100,000 

0 

F

ii 
i 職 大 卒 う 消防職（高卒） 

翻経験年数10年 280,700 260,750 

■経験年数15年 324,000 303,495 

ロ経験年数20年 356,800 356,276 

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務してしる場
合は、採用後の年数をいいます。 
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、、( 

火をつけた

まま給油を 

しない 
ストーブの 

上に物を 

置かない 

危険業務従事者瑞宝単光章 

昨年秋の栄典制度改革により新設され、 

55歳以上で危険性の高い職務に従事した方

へ授与されます。本市では 3人目の受賞と

なります。 

長尾彦一氏 
(72歳）雛田 

消 防 功 労 

（元五所川原地区 

消防事務組合消防司令長） 

（平成16年 4 月 1 日現在） 

区 	分 内 	容 	 （月額） 

配 	偶 	者 13,500円 

配

偶
者
以
外
 

配偶者が扶養親族である場合 6,00(〕円 

1人目 配偶者カ喉養親族でない場合 6,5加円 

扶養手当 

（国と同じ） 
配偶者が無い場合 11,000円 

2人目 6,000円 

3 人目以上 各 5,000円 

16歳から22歳までの子の加算額 各 5,000円 

借家・借間（国と同じ） 限度額 	27,00(〕円 

住居手当 

持家（国は1,000円） 	 3,（頭〕円 

通勤手当 
交通機関等利用者 	限度額 	55,000円 

（国と同じ） 
交通用具利用者 	限度額 	24,500円 

⑧部門別職員数の状況と主な増減理由（平成16年 4 月 1 日現在） 

、＼\＼ 区 分 
対前年 

部 門＼
\\

職員数  

増減数 
主な増減理由 

平成 平成 

15年 	15年 

特別行政 消 防 126 	124 △2 ・退職者の欠員不補充 

合 計 126 	124 L2 

（注）職員数は消防職及び一般職に属する職員数であり、地方公務員

の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常
勤職員を除いています。 

(9淀員適正化計画 

①定員適正化目標 

現在当組合では、平成12年度に作成・変更した「消 

防力の基準」に基づき、最小限の施設及び最小限 

の人員で各種消防活動（火災予防、消防・救急業 

務等）を実施するように努めております。しかし、 

消防行政に対する住民の需要は近年複雑多様化し 

ており、その需要に的確に応えられる最小限度の 

人員について精査し、今後さらに調査研究し最少 

経費で最大の効果を上げられるよう、積極的に計 

画を見直していく予定でおります。 

②定員適正化手法の概要 

定員管理の適正化のため、今後も出動態勢及び 

組織機構の見直し、計画的な人事管理により、段 

階的に適正化を図ります。 

7 	平成16年12月15日 五所川原市役所 公35-2111 

冬場は暖房機具の取扱に注意しましょう。 

また、雪が積もりますので、日頃からい

ざというときの避難経路を確保しておきま

しよう II 

〕 

ストーブの 

そばで 

遊ばない 
火をつけたまま 

ストーブを 

動かさない 

五所川原消防署管内11月の火災、救急、救助出動件数（単位】件） 

区 分 
火 災 救 急 救 助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成16年 4 36 117 1,316 3 29 
平成15年 3 25 115 1,279 2 25 
比 	較 1 11 2 37 4 

平成16年度統ー標語 

火賞笥 	心心智8いでみで 
間合せ／五所川原地区消防事務組合消防本部丑35-2O19 （内線23) 



12月3日、中央公民館で民生委員・児童委員及び主任児

童委員111名に、成田市長から厚生労働大臣・県知事名の

委嘱状が伝達されました。民生委員・児童委員及び主任児

童委員は、各地域にお住まいの皆さんの福祉・児童等の相

談に応じますので、お気軽にご相談ください。 

任期】平成16年12月1日～平成19年11月30日 

お問い合わせ先】生活福祉課庶務係内線 532 

みなさんの地区の民生委員・児童委員及び主任児童委員 

IijJ1,k鷲鷲鴛難盤誓L二 

五所川， 貝北地区 飯 詰 地 区 梅 沢 地 区 

担当地域 氏 	名 上町・寺町・下村

曙町・長坂 
飯 塚 最 

梅田 佐 藤 武 彦 

旭町 千 葉 勝 魔 梅田 福 士 明 雅 

敷島町 菊 地 祥 ― 伝助町・大町・新町 滝 吉 み っ 中泉 今 	正 ― 

雛田・東雲町 荒 関 光 治 興隆・朝日『南新・坂ノ上 阿 部 武 夫 長 橋 地 区 

平井町‘上平井町 川 嶋 桂 弐 北下‘中下・南下 

五本松・大正町・大日町 
坂 本 栄 子 

松野木 片 岡 敏 雄 

中平井町 和 田 弘 通 浅井 今 	リッ子 

下平井町 服 部 秀 子 中町・北新・下町 伊 藤 雄 造 野里 前 田 文 弘 

下平井町 高 杉 ふ み 下岩崎 松 本 孝 ― 神山 水 上 明 雄 

さっき町 小 関 光 雄 松 島 地 区 福山・豊成 エ 藤 柾 吉 

錦町 木 村 勘 米田・吹畑 封 馬 寛 章 杉派立 石 岡 泰 治 

柏原町・幾島町 原 	勝 夫 太刀打・尻無・桃崎 新 谷 良 昭 戸沢・石田坂 間 山 正 昭 

末広町 三 橋 良 則 漆川（馬性） 毛 内 睦 子 三 好 地 区 

小曲・沼田町 成 田 善 造 漆川 白 川 キ エ 藻川 笹 木 信 ― 

小曲 相 馬 武 利 悪戸・宮田・田中

野崎・川代田 
秋 元 新 ― 

藻川 川 浪 	隆 

新宮（旧中川） 松 本 洋 ― 鶴ケ岡 津 田 愛 子 

新宮（旧中川） 山 田 弘 水野尾・富桝 笠 井 謙 ― 鶴ケ岡 津 田 節 子 

若葉第ー・第ニ町内 中 川 幸 子 野坪・中村・前落・石畑 封 馬 亮 一 高瀬 三 浦 昭 雄 

若葉県営住宅 小 野 っ 急 唐笠柳・末広 山 口 雅 彦 中 川 地 区 

若葉市営住宅 成 田 敏 子 石岡・二本柳―部

唐笠柳―部 
寺 田 茂 夫 

川山 佐 藤 ミ 工 

十川町 今 川山 秋 田 	宏 

五所川罵 貝南地区 栄 	引 也 	区 沖飯詰 秋 田 恭 悦 

川端町 平 山 庸 子 七ッ館 福 士 泰四郎 桜田 笠 井 	豊 

平和町 秋田谷 信 子 姥落 木 村 冨 義 種井・中泊 外 崎 正 昭 

平和田手不魚住 工 藤 米 子 姥落（新興地） 工 藤 時 男 田川 渋 谷 岩 夫 

布屋町・弥生町 成 田 リ セ 猫測・三ッ谷 藤 田 泰 三 毘沙門・ 長富地区 

鎌谷町 工 藤 慶 造 稲実 山 内 ミ ッ 毘沙門 福 間 リ ャ 

―ッ谷 竹 谷 と く 稲実 木 村 ヒ口ミ 長富 楼 井 良 ― 

一ッ谷・吹畑字藤巻―部 原 田 和 夫 稲実 田 中 	豊 

ハ重菊・下り枝 大 谷 恭 子 稲実・七ッ館―部 米 谷 正 子 

鳥森 高 橋 正 治 広田 小田桐 竹 春 主任児童委員担当地区 

石岡・鳥森ー部 平 山 孝 夫 広田 泉 担当地域 氏 	名 

松島町1・2丁目

吹畑字藤巻―部 
北 津 敬四郎 

湊 三 橋 洋 子 五所川原北地区 楢 崎 裕 子 

みどり町1.2.3丁目 木 村 祐太郎 五所川原北地区 工 藤 冨士子 

松島町3・4丁目 坂 田 義 政 みどり町4.7丁目 冨 田 光 子 五所川原南地区 黒 瀧 悦 子 

松島町5・6丁目 石 田 粕 美 みどり町5.6.8丁目 虎 谷 弘 三 五所川原南地区 乳 井 夕力子 

松島町7・8丁目 原 	芳 江 七 和 地 区 飯詰・松島・栄地区 島 谷 せっ子 

新町 鰐 田 修 好 俵元 三 上 勝 則 飯詰・松島・栄地区 阿 部 悦 子 

元町 上 見 次 男 原子 伊 藤 	功 七和・梅沢・長橋地区 長 尾 敦 子 

柳町第一・第二 藤 田 初 江 羽野木沢 宮 崎 富 雄 七和・梅沢・長橋地区 伊 藤 身佳枝 

本町・大町・東町 葛 西 昭 雄 持子沢 小笠原 っ 急 三好・中川 

毘沙門・長富地区 
外 崎 洋 子 

寺町・岩木町 小 山 政 信 高野（広野） 工 藤 俊 逸 

湊団地 黒 滝 駿 童 高野 小笠原 俊 英 三好・中川 

毘沙門・長富地区 
加 藤 幸 子 

田町 水 口 ョ シ 前田野目 新 谷 久 雄 

栄町 江 良 正 春 前田野目 新 谷 悦 男 
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市では、平成17年度の競争入札に参加を希望する業者の申請書を受付いたしますので、次により手続きして

ください。 

1 受 付 期 間 平成17年2月1日～28日（土・日曜日及び祝祭日を除く） 

2 受付場所及び 〒037-8686 青森県五所川原市字岩木町12番地 
問い合わせ先 	 五所川原市財政部管財課契約調達係 電話 0173-35-2111（内線474) 

3 提 出 書 類 別表のとおり（各 1 部） 

4 提 出 方 法 市内業者は持参してください。 

市外業者は郵送でも受付しますが、その場合は、返信用封筒（切手貼付）を必ず同封してく 

ださい。なお、 2月28日必着（厳守）とします。 

5 申請書の有効年度 

〇建設工事】平成17年度（市内業者及び市外業者の追加分も、平成17年度のみ有効） 

〇測量・建設コンサルタント等】平成17~18年度（ただし、市内業者は、平成17年度のみ有効） 

〇物品等（役務提供の業務委託を含む。）】平成17--'18年度 

《別表》 

建
 

設
 

エ
 
事
 

申請書は国土交通省の様式を使用してください。 
フラットフアイル（A4型・止め部分金属不可）に綴り込んで、フアイルの表紙に会社名を記載してください。 

添付書類 
①経営規模等評価結果通知書・総合評定値通知書の写し 1部（次期決算日が到来した場合は、審査基準日（決算日） 

から7力月以内に審査を受け、有効期間が満了となる前に再度提出すること。） 
②建設業許可証明書 
③工事経歴書（直前2年分） 
④営業所一覧表 
⑤技術職員名簿（市内業者は、技術職員に関する資格の証明書等の写しを添付すること。） 
⑥登記簿謄本（法人の場合）または身分証明書（個人の場合） 
⑦印鑑証明書 
⑧使用印鑑届（任意様式） 
⑨年間委任状（任意様式）※代理人に委任する場合のみ提出してください。 
⑩納税証明書※下記参照（市内業者は直前 1年分、市外業者は直前2 年分） 

測
量
‘
建
設
コ
ン
サ
ル
夕
ン
ト
等
 

申請書は国土交通省の様式を使用してください。 
フラットフアイル（A4型・止め部分金属不可）に綴り込んで、フアイルの表紙に会社名を記載してください。 

添付書類 
①測量等実績調書（直前2年分） 
②技術者経歴書 
③登記簿謄本（法人の場合）または身分証明書（個人の場合） 
④財務諸表類（市内業者は直前 1年分、市外業者は直前2年分） 
⑤営業所一覧表 
⑥登録証明書等 
⑦印鑑証明書 
⑧使用印鑑届（任意様式） 
⑨年間委任状（任意様式）※代理人に委任する場合のみ提出してください。 
⑩納税証明書※下記参照（市内業者は直前 1年分、市外業者は直前2年分） 
注】建設コンサル夕ント・地質調査・補償コンサル夕ント業者は、現況報告書の写し（直前2年分）をもって①② 

③（④）に代えることができます。 

物
品

等
 

申請書は市独自様式ですので、添付書類にっいては申請書を請求し、確認してください。（申請書のコピ一は受付でき 
ません。） 
申請書交付場所】五所川原市財政部管財課（申請書は無料ですが、交付申請が必要ですので印鑑を持参してください。 
郵送を希望する場合は、返信用封筒（角2）と140円分の切手が必要です。） 
申請書交付期間】平成16年12月16日～平成17年2月28日（土、日曜日及び祝祭日を除く。） 

納
税

証

明
書
 

〇市内業者 ①個人の場合 市税（各税） ・国税（申告所得税と消費税及び地方消費税） 
②法人の場合 市税（法人市民税と固定資産税）・国税（法人税と消費税及び地方消費税）・ 

代表者個人の市税（各税） 
〇市外業者 ①個人の場合 市町村税（市町村民税と固定資産税） ・国税（申告所得税と消費税及び地方消費税） 

②法人の場合 市町村税（法人市町村民税と固定資産税）・国税（法人税と消費税及び地方消費税） 
※支店・営業所等が当市内にある法人は、当市の市税（法人市民税と固定資産税）も添付すること。 

注【添付する国税の証明書は、数枚になるだめ個人の場合は（その3の2)、法人の場合は（その3の3）による未納 
の税額がない 1 枚の証明でよろしいです。また、税務署の納税証明書は、1 部400円になります。 

注） 1 
2 

3
 

1 文字は惜書で、はっきりと書いてください。 

2 申請書及び添付書類に不備がある場合は、受付できませんので注意してください。 

3 添付書類のうち、各証明書は、鮮明なものであれば写しでも差し支えありません。 

（ただし、証明書類は3カ月以内に交付を受けたものに限る。） 

4 申請書提出後、添付書類等の内容に変更があったときは、その都度変更届を提出してください。 

9 	平成16年12月15日 五所川原市役所 公35-2111 
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な
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な
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路
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役
所
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庁
時

間
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変
更
に

つ
い
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人
事
課
 

内
線
4
1
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平
成
1
7年
1
月
4
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か
ら
市
役
所
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平
日
の
開
庁
時
間
が
午
前
8
時
3
0分
か
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午
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な
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◇
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市
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催
 
五
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川
原
市
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所
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原
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会
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所
、
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協
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習
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ル
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ホ
ー
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付
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、
1
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5
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（
時間
厳
守
）
 

◇
対
象
者
 

昭
和
5
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4
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2
日
か
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和
6
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4
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1
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で
に
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れ
た
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北
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央
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院
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公
（
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1
1
1
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線
2
7
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市
（
西
北
中
央
病
院
）
で
は
、
臨
時
 

看
護
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

◇
募
集
人
員
 
1
0名
程
度
 

◇
勤
務
時
間
等
 

日
勤
…
8
時
1
5分

、
1
7時
 

準
・
夜
勤
…
月
平
均
8
回
 

◇
賃
金
等
 

看
護
師
 
日
額
8
9
2
0
円
、
 

ボ
ー
ナ
ス
支
給
制
度
有
 

※
社
会
保
険

・
雇
用
保
険
等
完
備
 

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

提
出
の
お
願
い
 

農
業
委
員
会
 
内
線
2
4
ー
 

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員
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選

挙
人
名
簿
を
作
成
す
る
た
め
1
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中
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農
家
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さ
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農
業
委
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選
挙
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登
載
申
請
書
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ま
す
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申
請
書
に
訂
正
が
な
い
場
合
は
押
印

の
う
え
、
左
記
（
提
出
し
て
く
だ
さ
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◇
各
支
所
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
）
 

ま
た
は
農
業
委
員
・
行
政
連
絡
員
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提
出
／
1
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1
月
5
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困
ま
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◇
農
業
委
員
会
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提
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月
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日
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限
厳
守
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（
注）
申請
書
の
提
出
が
な
い
場
合
、
選

挙
資
格
名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
せ
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⑨
選
挙
資
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あ
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次
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お
り
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市
内
に
住
所
を
有
し
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昭
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6
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月
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生
ま
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平
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3
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3
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満
2
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し
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ー
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以
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農
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耕
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し
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い
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世
帯
で
年
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6
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上
耕
作
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従
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い
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方
。
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前
述
従
事
者
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同
居
し
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い
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親
族
 

(
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以
内
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血
族
、
3
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内

の
姻
族
）
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帯
分
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し
て
い
る
場
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資
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あ
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ま
す
。
 

※
申
請
用
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が
配
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さ
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な
い
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た

不
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あ
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ま
し
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農
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。
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ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

◇
エ
事
名
 
南
部
地
区
区
画
道
路
醤
ゲ

線
他
築
造
工
事
 

◇
エ
期
（
予
定
）
 

1
2月
中
旬
か
ら
3
月
2
0日
ま
で
 

※
道
路
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
工
事
用

案
内
看
板
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

【
 



グ
リ
ー
ン
バ
イ
オ
村

ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
 

郵
便
局
か
ら
の
お
願
い
 

五
所
川
原
郵
便
局
 

合
（
3
4)
3
2
0
2
 

各
種
技

能
講

習
会
 

囲
西
北
労

働
基
準

協
会
 

公
（3
5)
6
3
3
6
 

立
侯
武
多の
館
内
 
立侵
武
多製
作
所

公
（
3
3)
0
4
6
0
 

青
森
職
業
能

力
開
発
 

短
期
大
学
校
 

平
成

1
7年
度
学

生
募
集
 

合
（3
7)
3
2
0
ー
 

1
2月
2
5日
頃
か
ら
1
月
初
め
に
か
け

て
、
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
が
配
達
に
お
伺

い
し
ま
す
。
慣
れ
な
い
配
達
で
す
の
で
、
 

愛
犬
は
郵
便
受
け
箱
か
ら
離
れ
た
位
置

に
お
つ
な
ぎ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
しま
す
。
 

1
2月
1
5日
困
よ
り
年賀
状
の
引
き
受

け
が
始
ま
り
ま
す
。
大
切
な
新
年
の
ご

挨
拶
で
あ
る
年
賀
状
を
元
旦
に
お
届
け

す
る
た
め
に

「
郵
便番
号
の
記
載
」
と
 

「
なる
べ
く
1
2月
2
4日
岡
ま
で
の
差
し

出
し
」
 
に
ご協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
しま
す
。
 

M
A
N
〇
G
A
M

ー
（馬
ノ
神
山
）
 

ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
 

五
所
川
原
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ

公
（
3
4)
8
8
2
2
 

山
田
 

M
A
N
OG
A
M

ー
運
営
委
員
会

容
0
9
0
（
筋
）5
5
0
1
 
斉
藤

馬
ノ
神
山
の
自
然
と
親
し
み
 

、
 

ス
キ
 

ー
・
ボ
ー
ド
を
楽
し
も
う
。
 

◇
ォ
ー
プ
ン
 
1
2月
2
5日
田
 

◇
イ
ベ
ン
ト
 
ナ
イ
タ
ー
、
ス
キ
ー
レ

ッ
ス
ン
、
M
A
N
〇
G
A
M
I
ツ
ア
 

ー
、
M
A
N
o
G
A
M
I
大
会
、
春

ス
キ
ー
な
ど
。
 

グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ォ
村
の
「
フ
ァ
ミ
リ
 

ー
ス
キ
ー
場
」
 
が1
2月
2
6日
回
か
ら
オ
 

ー
プ
ン
し
ま
す
。
料
金
は
無
料
で
す
の
 

で
、
初
心
者
、
親
子
連
れ
も
楽
し
め
る
 

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
ご
利
 

用
く
だ
さ
い
。
 

◇
利
用
期
間
 

1
2月
2
6日
回
、
1
7年
3
月
6
日
卿
 

◇
リ
フ
ト
運
転
時
間
 
9
時

、
1
6時
 

た
だ
し
、
ナ
イ
タ

ー
ス
キ
ー
の
日
は
 

'
1
9
時
ま
で
 

①
ナ
イ
タ

ー
ス
キ
ー
は
、
土
、
日
、
祝
 

日
の
み
利
用
で
き
ま
す
。
 

②
1
2月
2
6日
回
か
ら
1
6年
1
月
1
6日
回
 、
 

の
期
間
は
、
毎
日
リ
フ
ト
運
転
し
ま
 

す
。（た
だ
し
、
元
旦
は
リ
フ
ト
の
運
 

転
は
行
い
ま
せ
ん
）
 

③
1
月
2
2日
田
か
ら
は
、
土
、
日
、
祝
 

日
リ
フ
ト
運
転
し
ま
す
。
 

①
玉
掛
 

つ
り
上
げ荷
重
l
Eノ以
上
の
玉
掛
 

・

1
7年
1
月
1
8日
因
、
2
0日
困
 

(3
日
間
）
9
時

、
1
7時
 
 

受
講
料
 

」
 

免
除
な
し
 

2
1
7
0
0円
 

受
講
一
部
免
除
 

1
8
7
0
0
円
 

・

申
込
締
切
 
1
7年
1
月
1
2日
困
ま
た

は
定
員
8
0名
に
達
し
次
第
 

②
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
 

つ
り
上
げ
荷
重
1
ト
ン以
上
5
ト
ン未
満
 

・

1
7年
2
月
1
日
因
、
3
日
困
 

(3
日
間
）
9
時

、
1
7時
 

・

受
講
料
 

2
7
70
0
円
 

・

申
込
締
切
 
1
7年
1
月
2
6日
困
ま
た
 

は
定
員
8
0名
に
達
し
次
第
 

⑨
会
場
 

学
科
…
囲
西
北
労働
基
準
協
会
 

実
技

…
斎
勝
建
設
囲
構
内
 

＠
受
講
資
格
 
満
1
8歳
以
上
の
方
（
女
 

性
の
方
歓
迎
）
 

※
受
講
一
部
免
除等
詳
細
は
協
会
ま
で
。
 

×
 

さ
か
な
の
く
に
へ
 

遊
び
に
お
い
で
よ
1
1【
 

青
森
県
営
浅
虫
水
族
館
 

公
0
1
7
（脱
）
3
3
7
7
 

冬
休
み
、
子
ど
も
た
ち
と
冬
の
水
族

館
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。浅
虫
水
族
館

絵
画
展
の
ほ
か
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ベ

ン
ト
や
展
示
な
ど盛
り
だ
く
さ
ん
”
【
 

・

ク
リ
ス
マ
ス
特
別
水
槽
（
、1
2/
2
5)
 

・

イ
ル
カ
シ
ョ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
限
定
バ
 

ー
ジ
ョ
ン

（1
2/
1
8、
題
 

ht
t
p【
『
lw
w
w・a
s
a
ョ
u
s
h
i

I
aq
u
a

・8
ョ
『
 

ね
ぷ
た
の
面
を作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

面
（
顔
）
の
骨
組
み
か
ら
完
成
ま
で
親

切
て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。
 

●

1
7年
1
月
1
1日
因
、
1
4日
圏
 

1
8時

、
2
0時
 

立
侵
武
多
の
館

5
階
 

（
体験
工
房
 
か
わ
ら
ひ
わ
）
 

◇
対
象
 
小
・
中
・高
校
・
一
般
 

（小
学
校
低
学
年
は
父
兄
同
伴
）
 

親
子
で
の
参
加
大
歓
迎
 

◇
受
講
料
 
無
料
（
当
日
申
込
み
可
）
 

※
持
参
す
る
物
…
ペ
ン
チ
、
ハ
サ
ミ
等
 

◇
募
集
人
員
 

生
産
技
術
科
 
2
0名
 

制
御
技
術
科
 
2
0名
 

電
子
技
術
科
 
2
0名
 

情
報
技
術
科
 
3
0名
 

◇
応
募
資
格
 
高
等
学
校
を
卒
業
も
し
 

く
は
卒
業
見
込
み
の
方
。
ま
た
は
同
 

等
以
上
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
 

る
方
。
 

◇
募
集
期
間
 

1
7年
1
月
1
1日
因

、
2
8日
国
 
 

◇
応
募
方
法
 
願
書
等
を
当
校
に
提
出
。
 

希
望
者
に
は
 
「学
生
募
集
要
項
」
を
 

郵
送
い
た
し
ま
す
。
 

◇
選
考
日
 
1
7年
2
月
8
日
因
 

◇
選
考
方
法
 

学
利
試
験
（
数
学
I
、
英
語
I
)
 

青
森
県
産
業

別
最
低
賃
金

が
改
正
さ
れ
ま
す
 

青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

公
0
1
7
（加
）
4
1
1
4
 

五
所
川
原

労
働
基
準
監
督
署

公
（3
5)
2
3
0
9
 

職
場
を
支
え
る
労
働
者
の
皆
さ
ん
、
 

最
低
賃
金
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
か
？
 

五所川原市役所 公35- 2111 

※
右
記
の
産業
以
外
は
青
森
県
最
低
賃

金

（1
時
間
6
0
6
円
）
が
適
用
さ
れ
 

ま
す
。
 

1
1
 

 

い、
ニ《
、ノ
／/Z
 

、、
、
、
ソ
ノ
ノ
ノ
 

   

業 	種 最低賃金叩寺間 発効期日 

鉄 723円 

H 16.12.21 

電気機械器具

情報通信機械器具

電 子 部 品

デバイス製造業 

666円 

各種商品小売業 662円 

自動車小売業 700円 H 14.12.2 1 

平成16年12月15日 



男女共同参画室 内線463 健康福祉課 内線546 

「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」が平成16年6月

に一部改正され、12月2日から施行されました。 

配偶者間の

暴力って 

なに？ 
、ノ、、 

女性と男性が互いの人権を尊重し、ともに支え

合える社会を実現するためにも、配偶者間の暴力

を根絶することが大切です。 

配偶者暴力防止法（DV防止法）の主な改正点 

〇別れた元夫から引き続き受ける暴力も、保護の

対象となります。 

〇生命または身体に重大な危害を加えるおそれが

大きいと認められる場合は、暴力をふるう加害

者に対し 2 カ月間家から出ていくように裁判所

が命じることができます。 

〇暴力を受けた被害者が子供と一緒に生活していて、 

加害者がその子供を連れ戻すおそれがある場合

などに、加害者に対して子供の通う学校や幼稚

園等の近辺をうろつくことを裁判所の命令で禁

止できます。 

殴る、蹴る、物を投

げつける、ひどい言

葉でののしるなど、 

心と体に深刻な影響

を与える行為

は、夫婦間

といえども 

「暴力」 

なんです。 

企画課統計係か 
内線464・465 

平成16年工業統計調査の実施について 

経済産業省は工業統計調査を12月31日現在で実施します。 

工業統計調査は、全国の製造業を営む事業所の 1年間

の生産活動に伴う製造品出荷額、原材料使用額等を調査し、 

産業別、規模別、地域別に製造業の実態を明らかにする

ことを目的として行います。調査結果は、国や地方公共

団体が行う産業振興施策、中小企業対策等の施策‘計画

の基礎資料として利用されるほか、企業、大学等の研究

資料、小・中・高等学校の教育資料等広範囲の分野に活

用されています。 

調査は、本年12月中旬から来年1月にかけて、都道府県

知事が任命した統計調査員が、対象となる事業所を訪問し、 

調査票に記入を依頼するという方法によって行います。 

お忙しい時期とは存じますが、調査の対象となる事業

所の皆様の御協力をお願いします。 

なお、皆様から御提出いただく調査票については、統

計法に基づき調査内容の秘密は厳守されますので、正確

な御記入をお願いします。 

平成17年度版青森県統計年鑑予約ゆ込み受付中 

青森県統計協会では、青森県の全てを数字で表示した「平

成17年度版青森県統計年鑑」を発行します。 

青森県に関する様々な最新データを幅広く掲載した総

合統計書となっておりますので、職場等においても活用

していただけると思います。是非、お求めください。入

荷は平成17年 3月頃の予定です。 

価 格 1冊 4,500円 

申込期限 12月24日（金） 

申込方法 企画課統計係まで電話で申し込みください。 

◇ 2 月11日岡 建国記念日 

受付14時～ 祭事及び式典15時～17時
オルテンシア 小ホール（皿33-2111) 

◇対象者 

・男性 昭和39年 4 月 2 日～昭和40年 4 月1日

生まれの方 

・女性 昭和48年 4 月 2 日～昭和49年 4 月1日 

生まれの方 

◇会費 男女とも一人 6,000円 

◇会費の納入方法 

次の銀行へお振込みください。 

・青森銀行五所川原支店

普通 1046879 

・みちのく銀行五所川原支店 

普通 1546040 

く口座名義〉五所川原市合同除厄祈願祭 

実行委員会 会計 阿部恵理子 

※両銀行とも名義人は同じです。両銀行とも五所 

川原支店備え付けATM以外からの振込みは手 

数料がかかります。 

※準備の都合がありますので、 1月21日囲までに 

参加申込み及び会費振込みをお願いします。 

◆申し込み・お問い合わせ先◆ 

《事務局》五所川原市役所内 

農業委員会 阿部 信幸 内線242 

ク 	佐藤美裕紀 内線242 

生活福祉課 阿部恵理子 内線532 

ク 	工藤 美紀 内線537 

五所川原市役所 公35- 2111 	平成16年12月15日 12 



あなたも 
作ってみませんか 

.  
、料理紹介 

、、～一  ◆ 

テーマ 

よい食佳揺をすろために① 

寿  五所川原市食生活改善推進員会 

大根としめじの

骨太カレー 

1 )' 543kca1)L'"L128mg32.2g‘害‘ 
■材 料（4人分） 
大根 	400 g 
しめじ・・・小1パック 

玉ねぎ 	大1個
豚薄切り肉・一・200g 

、 しょうが 	1かけ 

バター 	 大さじ1× 
水またはスープ・・・カップ3 
カレールウ 	80g 
スキムミルク…大さじ4 
ぬるま湯 	大さじ4 
ごはん 	 800g ノ 

【作リ方】 

①大根はいちょう切り、しめじは石づきを取り小房 

豚肉は 2 センチ幅に切る。玉ねぎは薄切り、しょ 

じん切りにする。 

②鍋にバターを入れ、①のしょうが、玉ねぎを妙め 

りしたら大根と豚肉を加える。 

③豚肉の色が変わったら、水かスープを加え、沸騰 

クを除き、中火で煮る。 

④大根が軟らかくなったら、いったん火を止め、力 

を割り入れて溶かす。 

⑤しめじを加え、一煮立ちさせ、ぬるま湯で溶いた 

ルクを加え混ぜる。 

⑥皿にごはんを盛り、カレーをかける 

に分け、 

うがはみ 

しんな

したらア

レールウ

スキムミ 

「主食＋主菜＋副菜＋汁物」からなる日本型食生活には、米を主
食として、多様な食材の組合せが出来き弓o欧米に比べて工ネ
ルギー量も低く、バラソスも理想的で弓oただし、力ルシウムに
関しては不足しているので、力ルシウム豊富な牛乳・乳製品を
上手にとり入れきしょう0 

コ~ 論一 ． 

斎

藤
 
清
泉
 

〔
五
所

川

原
俳

句
会
 

と
芸
《
又
永
わ
ら
 

露
草

の
咲
く
や
ど

つ
し
り
楽

士

の
碑
 

敦
賀
 

晴

川

木
枯
や

神
馬
に
し

か
と
ふ
ぐ

り
あ

り
 
鳴
瀬
 

牛

角

暮

れ

て
な

ほ
犬

の
遠

吠
え
冬

隣
 

小
田

川
秀
 

十
一

月
黄
の
い

ろ
濃

ゆ
き
ク

レ

ョ
ン

画
 

成
田
 
市

子

紅
葉
し

て
 
「
つ
る
べ
落
し

」
 と
い

う
峠
 
斉

藤
今

日
子

透
き
と
ほ

る
水

の
青
さ
よ

七
五

三
 

松
宮
 
梗
子

星
月
夜
良

い
子

は
み
ん

な
ね
ん
ね
し

て
 

成
田
 
房

子

軍
鶏

の
暗
き
十
一

月
の
空

濁

る
 

福
士
 

美

和

峡
小
春
金

精
さ

ま
の
紅
こ

ろ
も
 

櫛

引
 
麗
子

ト
タ
ン

屋
根
こ
よ

な
く
光

る
冬

隣
 
．

二
上

悠

恵
子

ひ
と
り
に

は
ひ

と
つ
の
い

の
ち
種
を

採

る
 
山
内
ひ
ろ

子

十
一

月
佳

き
日
ば

か
り
の
多

き
か
な
 

須
藤
 

嗣

子
 

わ
が
終

の
木

と
紙

の
家
冬
近
し
 

成
田
 
千

空
 

歯周疾患検診のご案内 
健康福祉課 内線236 

歯周疾患検診を次のとおり実施いたします。 

年に一度は、自分の歯とお口の健康をチェック 

し、歯周疾患を予防しましょう。 

◇対象者 

40歳以上（昭和40年 3 月31日生まれ迄）から 

70歳（昭和10年3月31日生まれ迄）の市民先着 

250名。 

◇実施期間 12月15日困～17年2月28日嶋） 

◇申込方法 

健康福祉課窓口にお申し込みください。（保険 

証を持参ください）歯周疾患検診票を交付し 

ます。 

◇料金 

国民健康保険被保険者・生活保護世帯・・・無料 

その他の保険被保険者・・・500円 

※治療が必要な場合は、自己負担となります。 

◇内容 問診、口腔内診査 

実施歯科医療機関（五十音順） 

あすなろ歯科医院 アップル歯科医院 

阿 部 歯 科 医 院 えびなフアミリー歯科 

小 原 歯 科 医 院 工 藤 歯 科 医 院 

黒 部 歯 科 医 院 こじまデンタルクリニック 

小 林 歯 科 医 院 さ さ き 歯科医院 

清 藤 歯 科 医 院 高 満 歯 科 医 院 

田 附 歯 科 医 院 津島歯科診療所 

飛 嶋 歯 科 医 院 中 嶋 歯 科 医 院 

成田歯科診療所 平 山 歯 科 医 院 

広 田 歯 科 医 院 福 士 歯 科 医 院 

本 町 歯 科 医 院 宮川歯科クリニック 
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「すくすく健診 
◆場所ー働く婦人の家・保健センター 
◆受付時間・・・12時15分から12時30分 
◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 
◆主な内容・・・小児科診察、歯科診察（ 1歳 6 カ月児・ 

3歳児）、身体計測発達相談、離乳食試食 
(4カ月児）等 

対 象 児 期 	日 

4 カ月児健診 平成16年 8 月生まれ 1月11日因 

1歳 6 カ月児健診 平成15年 7月生まれ 1月25日因 

3歳児健診 平成13年 9月生まれ 1月20日困 

※お願い 健診に来られなかった方は、健康推進係までご連絡
ください。病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受けるこ
とができます。健診当日は、駐車場が混雑しますので、市役
所駐車場もご利用ください。 

献血のご案内（バス巡回） 

期 日 時 間 場 	所 

12月30日（わ 10:00- 16:00 エルムの街Sc専門店入口外 

1月 5 日困 
生00 - 12:00 五所川原消防署 

13:30-16:00 白生会胃腸病院 

母と子の相談日 
，この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場に 
もご利用できますので、気軽においでください。 
◆場所・・・働く婦人の家・保健センター 
◆持参するもの・・・母子健康手帳 

開 設 日 時 間 内 	容 

1月 5日困 
1月19日困 

※19日午後は電話予約
が必要です。 

1O:00-12:00 
13:00-15:00 

・各月齢での成長、 
発達、育児、遊び、 
栄養（離乳食等） 
相談 
・子育て等の情報交換 

ことばの相談日 
1月20日困 

※ 1月 7日までに予約
が必要です。 

10:00-12:00 
・ことばが遅い、発 
音がききとりにく 
い、どもりなど 

S潟IばjIi撃筆ii1~ 
月 日 曜日 医療機関名 住所 電 話 

12月19日 U
  

清水クリニック 鎌谷町103-1 35-3663 

12月23日 木
  

増田病院 新町41 34 -2727 

12月26日 日
  

永田小児科内科医院 一ッ谷549-7 34-5611 

12月29日 水
  

田辺胃腸科外科医院 旭町40-1 35-6355 

12月30日 木
  

瀬川内科クリニック 松島町1丁目79 33-0202 

12月31日 金
  

冨田胃腸科内科医院 みどり町 4丁目128 34-3211 

※ 1‘対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介丑34-4999）でも紹介します。 

~に二年末年始タ）業務・休館案内コ~ 
◆年末年始、市の各施設は次のとおり休業します。 

本庁・各支所・働く婦人の家・勤労青少年ホーム・サンビレッ

ジ五所川原・五所川原職業訓練センタ一 
12月 29 日困～ 1月 3 日（月） 

図書館・旧平山家・体育館・っがる克雪ドーム・オルテンシア 12月27 日（月）~1月 4 日因 

中央公民館 12月 28 日因～ 1月 4 日因 

歴史民俗資料館 12月 29 日困～ 1月 4 日因 

西北中央病院（ただし、急患の場合は随時診療いたします） 12月 29 日困～ 1月 3 日（月） 

西北五環境整備舞覇離I母か局⑩擁喝世 

◆年末年始のごみ収集について 

年末年始のごみ収集は、12月31日金から1月 3 日（月） 

までの期間休ませていただきますので、休み期間中は

絶対にごみを出さないようご協力をお願いします 

※収集日程はお手元のごみ収集カレンダーのとおり収

集しますので、ごみ収集カレンダーをよくご覧くだ

さい。お持ちでない方は、環境対策課にお問い合わ

せください。 

◆五所川原市一般廃棄物最終処分場（野里）ノ＼のこみの

搬入について 

12月31日国から1月 3 日（月）までの期間休ませていた

だきます。 

問い合わせ先 環境対策課 内線231・233 

◆西部クリーンセンター（稲垣）の年末年始の利用につ

いて 

12月31日岡から1月 3 日（月）までの期間休ませていた

だきます。また、し尿の汲み取りは早めにお願いいたし

ます。 

問い合わせ先 西部クリーンセンター 皿46-2141 
西北五環境整備事務組合皿 36-3004 

ト 
	

せ 
葬 斎 苑 1月 1日出～1月 2 日（日）は休み 

ペット火葬場：12月29日困-1月 3 日（月）は休み 

問い合わせ先 葬斎苑 皿29-3620 
（受付時間：9時～14時） 

環境対策課 内線231・233 
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